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１．研究背景 
近年、高速道路網の整備など交通体系の変化に伴い、

かつてフェリーが就航していた「みなと」においては、

旅客海上交通の需要が低下し、フェリーが撤退するな

ど、港湾機能は遊休化を余儀なくされるケースが少な

くない。本研究においては、本四海峡ルートの開通等

に伴ったフェリー撤退後の港湾機能の転換状況をもと

に、地方都市において港湾地区再活性化を目指した小

松島港本港地区での取り組みを分析し、港湾機能再生

のあり方の知見を得ることを目的とする。 

 

２．港湾空間における機能とその再編 
一般にフェリー港から残された港の陸域は、まとま

った空間利用が可能である特性がある。港の物流機能

を活用した産業立地の場となり得る特徴があり、企業

誘致などによる再活性化への取り組みが見られる。ま

た臨海部であることから景観などの優れた特性を生か

し、交流空間、地域づくりの場を目的とした転用がな

されている。表－１ 
しかしながら、これらの転用方策においては全ての

事例が地域の再生に結びついているとはいえない。ま

た地方都市にとって、現在の経済情勢においては、企

業の誘致など民間の活力を利用する方策も困難であり、

従来型の既存の機能転換方策においては、地方都市に

おける地域の沈滞化の解決に成果を挙げるには、その

限界が見られる。ここに港の機能転換を地域活性化の

ための手段となる、新たな港湾空間利用の方策を創出

する必要があるといえる。 

 

 
３．小松島港本港地区における再活性化への取り組み 
平成１１年４月の南海フェリーの航路移転により、

小松島港の旅客ターミナル施設が遊休化することとな
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11.2.18 第１回　小松島港本港地区等活性化検討会
11.3.8 第１回　小松島市本港地区等活性化懇話会
11.4.5 南海フェリー　小松島-和歌山航路休止
11.8.27 第２回　小松島市本港地区等活性化懇話会
11.10.2 プレ小松島港ワークショップ
11.10.25 第２回　小松島港本港地区等活性化検討委員会
11.11.6 第１回　小松島港ワークショップ　
11.12.11,13 第２回　小松島港ワークショップ　
12.1.28 第３回　小松島市本港地区等活性化懇話会
12.2.9 第３回　小松島港本港地区等活性化検討委員会
12.2.26 第３回　小松島港ワークショップ
12.3.23 第４回　小松島港本港地区等活性化検討委員会
12.4.23 第４回　小松島港ワークショップ
12.4.28 第４回　小松島市本港地区等活性化懇話会
12.6.10 第１回　小松島港ＰＣＭ
12.7.16 第２回　小松島港ＰＣＭ
12.7.21 小松島港まつり＆フリーマーケット
12.7.21 フリーマーケット
12.8.30 第１回　小松島港利用企画調査委員会
12.10.18 第２回　小松島港利用企画調査委員会
12.10.29 フリーマーケット・北海道産直市場
12.11.17 第３回　小松島港利用企画調査委員会
13.1.10 第４回　小松島港利用企画調査委員会
13.1.10 旧南海フェリーターミナルビル使用試用期間開始　～３．１０ま
13.2.1 第２回　小松島港長期構想検討委員会
13.2.16 第５回　小松島港利用企画調査委員会
13.3.8 第３回　小松島港長期構想検討委員会
13.3.20 フリーマーケット
13.4.11 第６回　小松島港利用企画調査委員会
13.5.10 第１回　ターミナルビル利用検討懇談会
13.6.6 第１回　小松島港利用企画調査委員会
13.7.13　 第２回　ターミナルビル利用検討懇談会
13.8.24 第１回　ＮＰＯ設立準備委員会
13.8.29 第２回　小松島港利用企画調査委員会
13.9.4 第１回　港まちづくりFantasyＨａｒｂｏｒこまつしま有志の会
13.9.22 第２回　ＮＰＯ設立準備委員会
13.10.29 第２回　港まちづくりFantasicＨａｒｂｏｒこまつしま　有志の会
13.10.27 フリーマーケット
13.11.14 第３回　港まちづくりFantasiｙＨａｒｂｏｒこまつしま有志の会
13.11.28 第３回　ＮＰＯ設立準備委員会
13.12.13 第３回　小松島港利用企画調査委員会
13.12.13 第４回　ＮＰＯ設立準備委員会
13.1.8 第５回　港まちづくりＦａｎｔａｓｙＨａｒｂｏｒこまつしま有志の会
13.1.26 港まちづくりＦａｎｔａｙＨａｒｂｏｒこまつしま設立総会

表－２ 小松島港本港地区活性化年表 
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航路休止後の利用形態航路休止後の利用形態航路休止後の利用形態航路休止後の利用形態
東神戸 大型ショッピングモール
大磯 電機メーカー工場
西宮 物流センター
津名 バスターミナル
志筑 商業店舗利用
阿那賀 観光ホテル
門亀浦 美術館駐車場

表－１ 航路休止後の転用状況 

ード：市民参加、港湾空間、ワークショップ 
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これを機に小松島港本港地区の沈滞化が一層進

ことが懸念され、行政（国、県、市）、専門家、

参加した本港地区再活性化へ向けた取り組みが

た。組織の流れを表－２および図－1に示す。
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１）平成１１年度の取り組みとしては、小松島港本港

地区活性化調査において「小松島港本港地区等活性化

検討会」が設置され、地元関係団体を集め、活性化に

向けた意見交換を「小松島港本港地区等活性化懇話会」

が設けられた。さらには地元市民よりの情報抽出、意

見集約を目的とするワーキンググループの活動として

「小松島港ワークショップ」が計５回開催された。ワ

ークショップで出された成果は検討会に報告され、本

港地区の整備イメージが関係者の間で共有化された。 
２）平成１２年度は、前年度の「小松島港本港地区活

性化調査」において、市民、行政、専門家などが参加

したワークショップを軸に、本港地区等の活性化に向

けた整備計画が策定された。その中では旧南海フェリ

ーターミナルビルの有効活用についても、その基本的

な考え方と利用の方向性が示された。その前年度のワ

ークショップの成果などを踏まえ、ＰＣＭワークショ

ップが開かれ、旧南海フェリーターミナルビルの利用

規則を暫定的に定めた上で、社会実験的イベントを開

催することを通して、各市民団体や、民間企業などの

具体的利用ニーズを明らかにしていくとともに、その

後の管理・企画運営面などに関わる課題整理を行うこ

とを目標とすることが確認された。ここに「小松島港

利用企画調査委員会」が設置された。また平成１３年

１月から３月までの３ヶ月間「フェリーターミナル使

用試用」として貸し出しを行い、市民団体等によるフ

ェリーターミナルにおける高いニーズの把握がなされ

ている。一方、民間企業の利用ニーズにおいても調査

検討されているが、これについては利用ニーズがいく

らか把握できたものの、利用の条件面等の折り合いが

難しいことが確認されている。さらにワークショップ

で出た要望の中でも、最も早期実現性の可能性がある

とされた「フリーマーケット」が市によって主催され、

多くの出店および来客があり大きな成果を収めている。 
３）平成１３年度においては「小松島港利用企画調査

委員会」は継続され、ターミナルビルの利用の内容と、

利用のための受け皿組織などについて検討が進められ

た。１２年度のターミナル試用開放による調査結果よ

り、利用ニーズの高さが確認された為、フェリーター

ミナルビルを一般開放することにより市民利用を促進

させることを目標にした。本港地区及び周辺地区を活

性化する組織としてはＮＰＯを設立するものとし、同 
時にフェリーターミナルの管理をＮＰＯに業務委託す

ることとした。これにより、この年 8 月「ＮＰＯ設立

準備委員会」が設置された。さらにＮＰＯ設立後にお

いても組織の一員として携わっていくスタッフにより

「港まちづくりＦａｎｔａｓｙ Ｈａｒｂｏｒこまつ

しま有志の会」が組織され、平成１４年１月２６日を

もって設立総会を迎えるに至った。 
 なお、平成１３年８月、県の徳島小松島港の港湾計

画改定において、旧南海フェリーターミナルビル周辺

が、「ふ頭用地」から「交流拠点用地」に変更されてい

る。本来ふ頭用地においては県条例により物品販売な

どが禁止されているが、交流拠点用地に変更されたこ

とから弾力的な運用が可能となった。平成１２年度ま

での取り組みを受け、活性化活動における物品の販売

などにも道筋が開かれたことは市民参加型で進めてき

た功であると言える。 
 
４．まとめ 
 小松島港本港地区においては港の機能転換方策を

「市民参加型」で地域活性化施策を進めてきたことに

より、旧フェリーターミナルを市民による公共利用と

フリーマーケットなど地域振興のイベントを行うなど

「公共利用＆地域振興型」を目指すこととなった。こ

こに「市民活動の場としての港湾空間利用」といった

新しい転換の可能性が示されたといえる。今後、ＮＰ

Ｏにより管理運営がなされることとなったが、ＮＰＯ

が自立した組織として活動を継続できるか、これらの

活動に対する行政からの支援のあり方などが今後の課

題であると考えられる。
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